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市民と一緒にシティプロモーション（市の魅力発信）に取組む環境づくり
7班 コミュニティデザイン学科 長島康晟 奈良﨑実香 林美緒

建築都市デザイン学科 法量友晴 髙橋優那 糸井陽周 寺島一翔
社会基盤デザイン学科 備前悠 横田暉之
グループ指導教員 若園雄志郎

地域名：栃木市
地域パートナー：

⇩
⇩

➠➠

フォトフェス

フォトフェス×二条大麦

分析結果のまとめ 提案

72%

21
Instagram、

X
(64.3%)

背景・目的

11/17 12/5

2025
14

現状

二条大麦

写真１ 麦刈り

写真2,3,4 
ワークショップの様子

栃木市総合政策部広報課・
田村律之助顕彰会



葛生駅周辺のにぎわい創出
８班
コミュニティデザイン学科 村上智哉
建築都市デザイン学科 與口真斗 日向凛音 塚越芽玖
社会基盤デザイン学科 清野凌志 佐野光彩
グループ指導教員 長田哲平

地域パートナー
佐野市産業文化スポーツ部産業政策課

葛生の課題・提案
『葛生駅周辺のにぎわい創出』をテーマに活動を行うグループとして、課題抽出期である1年目では地元の人々の声を取り入れて調査を実施してきた。
街歩き、アンケート調査を通じて葛生地域で活躍する方々の思いや葛生地域の強み・弱み、課題点を明らかしたことで葛生地域の現状・課題を詳細に
把握することができた。そこで得られた結果を基に開催したワークショップを通じて、葛生地域の人々が抱える課題として共通していたものが「時間を
潰せる場所や集まってお話できる場所が少ない」という内容であることが明らかになった。最終的には “集まれる場が欲しい”といった共通認識で終わ
ることが出来たが、これについてさらに追及していく必要があると考える。

1stサイクル 葛生地域の現状把握
概要
【現地調査】 実施期間：2025年5月27日

＜佐野市の取り組み＞

佐野市立地適正化計画

４つの拠点（中心市街地・田沼市街地・葛生市街地・佐野新都市）
の特徴を活かした魅力あるまちづくり

葛生市街地は「地域拠点」

土地の資源・ストックを活用しながら、賑わい創出や交流の活性化
に資する都市機能の誘導を図る

＜人口減少＞

H27 10,094人 R7 7,618人 増減率 -24.53%

「葛生駅周辺のにぎわい創出」というテーマで、令和7年度から9年度
の3年間活動する。今年度は、課題抽出期として、データ収集や現
地調査などを通して、葛生の課題を明らかにすることを目的とした。

1stサイクル 現地調査・アンケート調査 データの収集
2ndサイクル データをもとに ワークショップ を開催

［1］アンケートにご協力いただいた方について

2ndサイクルワークショップの開催

3 4 5 6 7 8 9

人柄・地域コミュニティ

歴史・文化

交通・立地

産業・資源

イベント

自然・景観

その他

特になし

(人)

強み

2 4 6 8 10 12 14 16 18

人口減少・過疎化・少子高齢化

商業・買い物の不便さ

環境問題・自然リスク

交通の不便さ

閉鎖性・排他性

魅力・娯楽の不足

インフラの弱さ

その他

(人)

弱み

［2］葛生といえば？

葛生在住
43%

佐野市内
39%

栃木県内
12%

他県
6%

居住地

20代未満

20代

30代

40代
50代

60

70代

80代以上 年齢
観光
11%

食事
11%

実家・親戚
25%

通勤
44%

通学
6%

その他

訪れた目的

［3］葛生の強み弱みとは？(自由回答による分類結果)

街歩き調査

• 葛生地域の主要道
路である県道123
号を中心に街を散
策

• まちなみ・人の流
れ・雰囲気を観察

訪問先施設

• 葛の里壱番館
• 広瀬染物店
• 葛生化石館
• 葛生伝承館
• 吉澤記念美術館
• Street Coffee
とらべる

ヒアリング調査

• まちづくり葛生株式
会社 船田さん

• 訪問施設の方々

• 魅力や現状につい
て把握

私たちの歩み

目的
背景

回答数
109件 62人中

概要
  【葛生のこれからワークショップ(WS)】  
開催日：2025年12月7日  
参加者：一般参加者8名 学生6名 計14名  
目的：葛生地域に関連する課題を深掘りし、そ
れを解決するアイデア・仕組みを考えてもらう。  
方法
WS①「娯楽」「商業施設」「交通」「過疎」の４つ
のテーマの中から「娯楽」を選択し、KJ法を用
いて課題を深掘りした。
WS②深掘りした課題の解決に向けたアイデア
出しを行った。

①ワークショップを通じて深掘りした課題

「情報共有できる場所がない」「地域の魅力を把握しきれていない」こと

が現状の課題だという共通認識を得ることができた。

②解決のためのアイデア・仕組み

①で深掘した課題を基に、各班で解決のためのアイ

デア・仕組みを考えた。

概要
【オンラインアンケート調査】
実施期間：2025年8月７日～9月30日葛の里壱番館、
葛生駅、コンビニ、スーパーなどでチラシを配り、アンケ
ートの協力をお願いした。 質問内容は葛生地域の強み
・弱み、訪れた目的、知ったきっかけなど。 回答数は、
109件。回答結果は2ndサイクルのワークショップでの
参考資料として用いた。
  



3 (11 22 )

45 ( 27 / 18 )
16

1 2 3

“ ”

5 
3

2

4 

5/27

6/17

7/20

” ”

1,063 7 8
46.66 / 32.11

1 2 

1st cycle

2nd cycle

:
9/29 ” ”

10/21

11/4

11/18

11/22

2nd cycle



0033

01

1

1

1
YOUTH STAGE OYAMA   

2

1

10/256/2.7/4.8/26.9/29 7/24.29.8/8.18.19 10/25.26

02

1

004

111111111111

222222222222222222222222222222222

9/29.10/7.14 10/26

14%

86%

2

94%

6%

1

71%

29%

4

68%

32%

6

29%

71%

5

27

42

21

11

36

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

3

7



20

  

   1st
(11/30

→

30

→

8 2 10

Cycle/ 2nd Cycle/ 

→

⇒
1st

PR



高

理
解
度

低

高

意
欲

低

高

意
欲

低



非認知能力

体験活動



50 25

60

→
→
→

50

2030

2025 11 8 ( ) 7

70 60

LINE Google Forms

(n=35)

43%

14%

14%

8%

9%
6%

6%



R7.11.1011.21706127 706

60%
30%

10%

R7.11.10 1.1 1.1110011.2 11111111 1111111111111 000000101111111....111111111111111111111111111111111 0000000000000000000000000000001101100101101111111111111111111...11..1......

Before After



➡

➡

➡

➡





2

PR
→ 

12 1 12 10

33
7

[ ]

[ ] 

(5/13)

[ ]

[ ] 

(10/14)

1

→

20 129,000

20~30

PR
PR



2

Instagram

Q.
53% 47%

5.5

11

•
•

n=112

0
10
20
30
40
50
60
70

0
0
0

66
46

0
10
20
30
40
50
60
70

44 39

Q.
58.9%

41.1%

346

28,840

224

110
2
4 100

note

•

•

•

•

120

0 100 200 300 400 500 600 700

361

148

40

113 662

5.5
7/1-7/15

12/2-12/15



PR

QR


	2025_ID01
	2025_ID02
	2025_ID03
	2025_ID04
	2025_ID05
	2025_ID06
	2025_ID07
	2025_ID08
	2025_ID09
	2025_ID10
	2025_ID11
	2025_ID12
	2025_ID13
	2025_ID14
	2025_ID15
	2025_ID16
	2025_ID17
	2025_ID18
	2025_ID19
	2025_ID20

